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（緒言》　藍の生葉染めでは、青色のインジゴが生成する過程で、その構造異性体である

赤色色素のインジルピンを生成させることで、赤紫色の染色をすることが可能である。こ
れは、藍の葉に含まれているインジゴの前駆体であるインジカンからインジゴが生成する
際の副反応に伴うものであるが、既に我々は、試薬のインジカンおよびその類縁体である

酢酸インドキシルを用いて、藍の生葉染めの過程におけるインジルビンの生成しやすい条
件に関する検討を行った。その結果、アルカリ性条件や高温の条件においてインジルビン
の生成が顕著であることなどがわかっている。ここでは、これらの結果をもとに、実際の
生葉を用いて赤紫色に染色する条件を詳しく検討した。

《方法》　ホモジナイザーで粉砕したタデ藍の生葉を、水またはエタノール・水混合溶液
に加え、５分間放置後、脱脂綿で濾過をして１時間放置した。ここにアルカリ処理をした
絹布を入れ、１時間染色した。染色布は表面色を測色するとともに、インジゴ・インジル

ピンを抽出してHPLCで染着量を定量した。
《結果》　試薬のインジカンからインジゴを生成させる過程では、アルカリ条件でインジ
ルピンの生成量が増えることがわかっているが、生葉を使った場合でも、アルカリ前処理

をした絹布を用いることで、インジルピンを多く生成させ、絹布を赤紫色に染色すること
ができた。また、染色の溶液にエタノールを混合すると、エタノールの含有量が増えるに
したがってインジルピンの割合が増えることがわかった。さらに、温度を高くするとイン
ジルピンの生成量が増えることもわかった。
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＜目的＞　日本の7、8世紀、万葉の時代の紫はどのような色であったのだろうか。法隆

寺や正倉院の宝物を始め、歴史的な染色物は全て赤紫色を示している。この研究では、金

属塩による紫根の媒染について基礎的な知見を得るため、試薬として入手できる56種の

塩を用いて先媒染しpH4～9で紫根で染めた絹布の色を総覧し、その変化の概略を説明す

る機構を考える、

＜方法＞　絹布0.12gをI～XV族の試薬として利用できる金属塩のO.IM水溶液に室温で

１日浸漬した後、軽く洗浄、乾燥して　紫根／メタノール3 g ／100 凶で抽出した溶液と

同容量の水を混ぜた染液に20℃で２日間染めた。その際液のpHを4、5、6、7、9に保

つため､ＮａＯＨをいれたデシケータ中に密栓して入れ､恒温恒湿室に置いた。染色された

布のＬ＊、a＊、b＊を測定した。

＜結果＞　染色布の色相は金属塩の種類とpHに以下のように依存する。1）酸性側で赤色

アルカリ性側で赤紫、紫、青紫、青色、2）pHに関係なく赤色、3）pHに関係なく紫、黒、

茶色。これらの色相の変化の概略を説明する。紫根の染料はpH 7で非解離型の赤色から

解離型の青色に変化する。従って染料が非解離型で金属に配位するか、解離型で配位する

かに従って赤一青に色が変わる。pHによらず赤の場合は非解離型の配位の強い場合、青

一紫の場合は解離型の配位が強い場合である。なお古代の染色では金属は混合物なのでこ

れらの色相が混合しているものと考えられる。
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